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加
古
川
・
高
砂
支
部
は
４
月
23

日
、
医
院
経
営
研
究
会
「
円
滑
な
医

院
継
承
の
た
め
に
」
を
開
催
。
税
理

士
法
人
日
本
経
営
の
中
塚 

隆
副
部

長
、
東 

圭
一
税
理
士
を
講
師
に
迎

え
、
医
院
の
閉
院
・
継
承
に
備
え
て

知
っ
て
お
く
べ
き
知
識
や
事
例
を
学

習
し
た
。
参
加
者
の
感
想
文
を
掲
載

す
る
。

　
50
歳
と
言
え
ば
初
老
、
我
々
は
医

療
人
と
し
て
一
体
い
つ
ま
で
頑
張
る

つ
も
り
な
の
か
、
自
分
の
人
生
の
幕

引
き
を
ど
う
し
た
い
の
か
。
し
っ
か

り
目
標
を
持
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る

で
し
ょ
う
。

　
開
業
医
に
と
っ
て
は
最
終
的
に
自

院
を
継
承
・
売
却
・
閉
院
の
ど
れ
か

し
か
無
い
わ
け
で
す
が
、
地
域
医
療

に
と
っ
て
損
失
と
な
る
閉
院
だ
け
は

避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

継
承
・
売
却
・
分
院
展
開
な
ど
に
医

療
法
人
が
有
利
で
あ
る
こ
と
は
よ
く

言
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
さ
て

そ
れ
で
は
具
体
的
に
ど
う
い
う
段
取

り
で
行
う
の
か
、
十
分
に
理
解
で
き

て
い
る
人
は
少
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
私
も
そ
の
一
人
な
の
で

す
が
、
こ
の
度
、
常
に
有
益
な
セ
ミ

ナ
ー
を
開
講
さ
れ
て
い
る
保
険
医
協

会
で
実
に
タ
イ
ム
リ
ー
に
こ
の
問
題

の
研
究
会
が
あ
り
、
こ
れ
に
参
加
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
時
に
な
っ
て
考

え
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
る
先
生
は

多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
講

演
を
聞
き
、
事
は
そ
う
簡
単
で
は
な

い
と
分
か
り
ま
し
た
。
出
資
持
分
、

そ
れ
の
評
価
額
と
は
、
売
却
額
の
決

め
方
、
負
債
の
資
産
と
は
、
継
承
後

の
請
求
過
誤
・
医
療
訴
訟
が
お
き
た

ら
、
出
資
金
の
価
値
が
と
ん
で
も
な

い
こ
と
に
、
そ
れ
を
い
か
に
し
て
減

ら
す
か
、
果
た
し
て
先
生
方
は
こ
れ

ら
の
事
を
十
分
に
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
？
し
か
し
こ
れ
は
避
け
て
は
通
れ

な
い
こ
と
。
早
い
目
の
対
策
、
準
備

の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
す
ば
ら
し
い

講
演
を
し
て
頂
い
た
、
中
塚
先
生
、

東
先
生
、
保
険
医
協
会
の
各
氏
の
方
々

に
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
た
だ
、

2
時
間
で
は
余
り
に
も
短
く
、
第
二
、

第
三
段
の
ア
ド
バ
ン
ス
講
演
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
高
砂
市
　
戸
田
歯
科
医
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
田
　
浩
正

　

医
院
経
営
研
究
会
を
開
催

円
滑
な
医
院
継
承
の
た
め
に

具体的な事例を紹介する中塚氏 ( 上 )

税務上の留意点について説明する東氏 ( 下）

実際の事例に基づいて知っておくべき知識を学習した
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　日　時 ：3月19日 (土 ) 15 時～ 17時

　会　場 ：西宮市立勤労会館 8階会議室

　テーマ ：「医事紛争を避けるために」
　講　師 ：米田泰邦法律事務所

　　　　　　　弁護士　鵜飼 万貴子　先生

　司　会 ：西宮市・半田医院　半田 伸夫　先生

健康情報テレフォンサービス

0120-979-451…通話料無料

【5月のテーマ】

月・・・目に異物が入ったら

火・・・糖質制限食とは

水・・・おならのお話

木・・・尿失禁の治療

金土日・診療報酬改定で何がかわったか

お問合せは共済部まで　 ０７８-３９３-１８０５

医師・歯科医師の資産形成に最適

自在性が魅力！１口単位で解約・中断・再開が可

能／年金受給時には定額 ・ 逓増年金から選択、

または一括受取／万一の時はご遺族に全額給付

所得補償保険と医師賠償責任保険もご利用ください

保険医年金

グループ保険 格安保険料と高配当が魅力！団体定期
生命保険 過去７年の平均配当率４６％

非営利、助け合いの共済だから
割安な掛金で休業時の充実保障を実現！
非営利、助け合いの共済だから
割安な掛金で休業時の充実保障を実現

休業保障制度

ＤｅｆＬデフエル

協会の積立年金始まる。
会員医療機関で業務に従事されている奥様方、

個人年金保険料控除をとっていない会員の皆さま、

医院スタッフもご加入ください

６月１日締切 ( ９月１日発足 )

● 制度タイプは一般型と個人年金型の２種類。 併用ＯＫ！
● 「月払｣ は 毎月５,０００円～３００万円、「一時払｣ は毎回１０万円～１億円まで

● 一般型は積立金の一部払い出し、掛金払込の全口中断ＯＫ 
● 豊富な受取方法は受給時に選択 （確定年金、保証期間付き終身年金、一括受取等）

６月２５日締切 ( ９月１日発足 )

５月２５日締切 ( ８月１日発足 )

協会から新しい共済制度が誕生しました！

　政府が次々と計画する患者負担増案を阻止し

ようと、協会は新しい請願署名に取り組んでい

ます。７月までに３万筆をめざします。

　まずは、先生ご自身とご家族、職員の方の署

名からご返送ください。

　患者さんにも政府の狙いを知らせ患者負担増

をストップさせましょう。署名用紙入りポケッ

トティッシュや新たな患者負担増計画をわかり

やすく解説したリーフレットなどのグッズもぜ

ひご活用ください。

　署名用紙などのご注文は、℡ 078-393-1807、

FAX078-393-1820 まで

さらなる患者負担増は中止を！

新署名にご協力ください

☆加古川・高砂支部ニュースへの投稿を募集しています

支部ニュースへの投稿を募集しています。

日常診療にかかわることや、主張、趣味のお話などお寄せください。

TEL 078-393-1817 ／ FAX 078-393-1802　e-mail　junki@doc-net.or.jp　担当； 横山まで


